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「東山邸に係る所有権移転登記抹消登記手続請求事件」の第１審判決について 

 
 

標記の訴訟（以下「本件訴訟」といいます。）について、令和６年３月１２日

（火）１３時１０分に、千葉地方裁判所（民事第３部 岡山 忠広裁判長）におい

て判決が言い渡され、本市が勝訴しましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 

１ 本件訴訟の概要 

本市は、令和３年１２月１日付けで、別件訴訟（令和５年１２月２７日の臨

時記者会見で発表済）の第１審において故東山魁夷画伯邸の土地・建物の所有

権が本市に認められることで確定した東山画伯夫人の相続人５人に係る所有

権持分（２４分の１９）を本市に移転する登記手続を行った。 

その後、別件訴訟の第１審判決において東山邸の土地・建物の所有権を単独

で有していることを認められた故東山画伯の夫人の相続人Ａ氏（原告）が、本

市が行った上記登記について、東山邸の土地・建物に係る所有権に基づく妨害

排除請求権の行使として、本市（被告）に対し抹消登記手続を求めたものであ

る。 

 

２ 本件訴訟の判決の概要 

主文（抄） 

・原告の請求を棄却する。 

 

理由（抄） 

・別件訴訟で、被告が東山邸の土地・建物の所有権を有することを確認する

等の判決が確定した。 

・そうすると、東山邸の土地・建物の所有権は、被告にあるというべきであ

って、原告の主張は理由がない。 

 
以 上 

 
【問い合わせ】 

文化国際部 次長  吉田 一弘 
TEL ０４７－７１２－８５５７ 


